
薬価基準新収載品目　厚生労働省告示第357号　平成25年11月19日 中北薬品株式会社 薬事管理部

品目 規格･単位 薬価
薬価基準収載
医薬品コード

一般名 会社名*1 効能･効果 用法･用量*2 分類 規制 発売予定

＜内用薬＞
アブストラル
　　　    舌下錠100μg

100μg 1錠 573.60 8219001F1020 ﾌｪﾝﾀﾆﾙｸｴﾝ酸塩 協和発酵
ｷﾘﾝ

強ｵﾋﾟｵｲﾄﾞ鎮痛剤を定時投与中の癌
患者における突出痛の鎮痛

成人には1回の突出痛に対して､ﾌｪﾝﾀﾆﾙ
として100μgを開始用量として舌下投

8219 12月12日

アブストラル
　　　    舌下錠200μg
アブストラル
　　　    舌下錠400μg

200μg 1錠

400μg 1錠

800.40

1,116.80

8219001F2026

8219001F3022

=久光

ソブリアードカプセル
                 100mg

100mg 1ｶﾌﾟｾﾙ 13,134.60 6250037M1028 ｼﾒﾌﾟﾚﾋﾞﾙﾅﾄﾘｳﾑ ﾔﾝｾﾝﾌｧｰﾏ ｾﾛｸﾞﾙｰﾌﾟ1(ｼﾞｪﾉﾀｲﾌﾟI(1a)又はⅡ
(1b))のC型慢性肝炎における次のい
ずれかのｳｲﾙｽ血症の改善
1)血中HCV RNA量が高値の未治療患
者
2)ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝを含む治療法で無効又は
再燃となった患者

成人にはｼﾒﾌﾟﾚﾋﾞﾙとして100mgを1日
1回経口投与し､投与期間は12週間とす
る｡本剤は､ﾍﾟｸﾞｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ ｱﾙﾌｧ-2a(遺
伝子組換え)又はﾍﾟｸﾞｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ ｱﾙﾌｧ-
2b(遺伝子組換え)､及びﾘﾊﾞﾋﾞﾘﾝと併用
すること｡

625 劇
処方

未定

ビンダケルカプセル20mg 20mg 1ｶﾌﾟｾﾙ 58,064.90 1290001M1022 ﾀﾌｧﾐｼﾞｽﾒｸﾞﾙﾐﾝ ﾌｧｲｻﾞｰ ﾄﾗﾝｽｻｲﾚﾁﾝ型家族性ｱﾐﾛｲﾄﾞﾎﾟﾘﾆｭｰﾛﾊﾟ
ﾁｰの末梢神経障害の進行抑制

成人にはﾀﾌｧﾐｼﾞｽﾒｸﾞﾙﾐﾝとして1回20mg
を1日1回経口投与する｡

129 劇
処方

11月20日

＜注射薬＞
ゼプリオン水懸筋注
　　　　　25mgシリンジ
ゼプリオン水懸筋注
　　　　　50mgシリンジ
ゼプリオン水懸筋注
　　　　　75mgシリンジ
ゼプリオン水懸筋注
　　　 　100mgシリンジ
ゼプリオン水懸筋注
　　　　 150mgシリンジ

  25mg 1ｷｯﾄ
 

　50mg 1ｷｯﾄ
 

　75mg 1ｷｯﾄ
 

 100mg 1ｷｯﾄ
 

 150mg 1ｷｯﾄ

18,712.00

29,996.00

39,531.00

48,083.00

63,368.00

1179409G1025

1179409G2021

1179409G3028

1179409G4024

1179409G5020

ﾊﾟﾘﾍﾟﾘﾄﾞﾝ
ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸ｴｽﾃﾙ

ﾔﾝｾﾝﾌｧｰﾏ 統合失調症 成人にはﾊﾟﾘﾍﾟﾘﾄﾞﾝとして初回150mg､
1週後に2回目100mgを三角筋内に投与
する｡その後は4週に1回､ﾊﾟﾘﾍﾟﾘﾄﾞﾝと
して75mgを三角筋又は臀部筋内に投与
する｡なお､患者の症状及び忍容性に応
じて､ﾊﾟﾘﾍﾟﾘﾄﾞﾝとして25mgから150mg
の範囲で適宜増減するが､増量は1回あ
たりﾊﾟﾘﾍﾟﾘﾄﾞﾝとして50mgを超えない
こと｡

1179 劇
処方

11月19日

ダットスキャン静注 167MBq 1筒 56,162.00 4300451G1021 ｲｵﾌﾙﾊﾟﾝ(123I) 日本
ﾒｼﾞﾌｨｼﾞｯｸｽ

以下の疾患の診断におけるﾄﾞﾊﾟﾐﾝﾄﾗ
ﾝｽﾎﾟｰﾀｰｼﾝﾁｸﾞﾗﾌｨ:
ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ症候群､ﾚﾋﾞｰ小体型認知症

成人には本剤1ﾊﾞｲｱﾙ(111～185MBq)を
静脈内投与し､投与後3～6時間に頭部
のｼﾝﾁｸﾞﾗﾑを得る｡

4300 処方 2014年
1月27日

ネスプ注射液5μg
　　　　　プラシリンジ

5μg0.5mL 1筒 1,548.00 3999425U4022 ﾀﾞﾙﾍﾞﾎﾟｴﾁﾝ
ｱﾙﾌｧ

(遺伝子組換え)

協和発酵
ｷﾘﾝ

腎性貧血 詳細は添付文書をご覧下さい｡ 3999 生物
劇

処方

未定

ハイゼントラ20%皮下注
               1g/5mL
ハイゼントラ20%皮下注
               2g/10mL
ハイゼントラ20%皮下注
               4g/20mL

  1g5mL 1瓶
 

 2g10mL 1瓶
 

 4g20mL 1瓶

9,488.00

17,907.00

33,796.00

6343439A1024

6343439A2020

6343439A3027

pH4処理酸性
人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

CSLﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ 無又は低ｶﾞﾝﾏｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ血症 人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝGとして50～200mg(0.25
～1mL)/kg体重を週1回皮下投与する｡
なお､患者の状態に応じて､1週あたり
の投与量及び投与回数は適宜増減す
る｡

6343 特生物
処方

2014年
1月

ユニタルク
胸膜腔内注入用懸濁剤4g

 4g 1瓶 7,112.00 4299405D1022 滅菌調整ﾀﾙｸ ﾉｰﾍﾞﾙﾌｧｰﾏ 悪性胸水の再貯留抑制 成人には､本剤(4g/ﾊﾞｲｱﾙ)を日局生理
食塩液50mLで懸濁して､胸膜腔内に注
入する｡

429 処方 12月9日

劇
麻

処方与する｡用量調節期に､症状に応じて､ﾌｪﾝﾀﾆﾙとして1回100､200､300､400､
600､800μgの順に一段階ずつ適宜調節し､至適用量を決定する｡なお､用量調
節期に1回の突出痛に対してﾌｪﾝﾀﾆﾙとして1回100～600μgのいずれかの用量
で十分な鎮痛効果が得られない場合には､投与から30分後以降に同一用量ま
での本剤を1回のみ追加投与できる｡
至適用量決定後の維持期には､1回の突出痛に対して至適用量を1回投与する
こととし､1回用量の上限はﾌｪﾝﾀﾆﾙとして800μgとする｡
ただし､用量調節期の追加投与を除き､前回の投与から2時間以上の投与間隔
をあけ､1日あたり4回以下の突出痛に対する投与にとどめること｡



品目 規格･単位 薬価
薬価基準収載
医薬品コード

一般名 会社名*1 効能･効果 用法･用量*2 分類 規制 発売予定

＜外用薬＞
アゾルガ
    配合懸濁性点眼液

1mL 438.20 1319821Q1027 ﾌﾞﾘﾝｿﾞﾗﾐﾄﾞ
･ﾁﾓﾛｰﾙﾏﾚｲﾝ酸塩

日本ｱﾙｺﾝ 次の疾患で､他の緑内障治療薬が効
果不十分な場合:
緑内障､高眼圧症

1回1滴､1日2回点眼する｡ 1319 処方 11月19日

アレジオン点眼液0.05% 0.05% 1mL 385.80 1319762Q1028 ｴﾋﾟﾅｽﾁﾝ塩酸塩 参天 ｱﾚﾙｷﾞｰ性結膜炎 1回1滴､1日4回(朝､昼､夕方及び就寝
前)点眼する｡

1319 － 11月25日

ウルティブロ
        吸入用カプセル

1ｶﾌﾟｾﾙ 271.00 2259805G1027 ｸﾞﾘｺﾋﾟﾛﾆｳﾑ
臭化物

･ｲﾝﾀﾞｶﾃﾛｰﾙ
ﾏﾚｲﾝ酸塩

ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽ 慢性閉塞性肺疾患(慢性気管支炎､肺
気腫)の気道閉塞性障害に基づく諸
症状の緩解(長時間作用性吸入抗ｺﾘﾝ
剤及び長時間作用性吸入β2刺激剤

の併用が必要な場合)

成人には1回1ｶﾌﾟｾﾙ(ｸﾞﾘｺﾋﾟﾛﾆｳﾑとして
50μg及びｲﾝﾀﾞｶﾃﾛｰﾙとして110μg)を
1日1回本剤専用の吸入用器具を用いて
吸入する｡

2259 処方 11月20日

フルティフォーム50
    エアゾール56吸入用
フルティフォーム125
    エアゾール56吸入用

56吸入 1瓶

56吸入 1瓶

2,735.20

3,193.10

2290802G1023

2290802G2020

ﾌﾙﾁｶｿﾞﾝ
ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴｽﾃﾙ

･ﾎﾙﾓﾃﾛｰﾙ
ﾌﾏﾙ酸塩水和物

杏林 気管支喘息(吸入ｽﾃﾛｲﾄﾞ剤及び長時
間作動型吸入β2刺激剤の併用が必

要な場合)

成人には､ﾌﾙﾃｨﾌｫｰﾑ50ｴｱｿﾞｰﾙ(ﾌﾙﾁｶｿﾞﾝ
ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸ｴｽﾃﾙとして50μg及びﾎﾙﾓﾃﾛｰ
ﾙﾌﾏﾙ酸塩水和物として5μg)を1回2吸
入､1日2回投与する｡なお､症状に応じ
てﾌﾙﾃｨﾌｫｰﾑ125ｴｱｿﾞｰﾙ(ﾌﾙﾁｶｿﾞﾝﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ
酸ｴｽﾃﾙとして125μg及びﾎﾙﾓﾃﾛｰﾙﾌﾏﾙ酸
塩水和物として5μg)を1回2～4吸入､
1日2回投与する｡

229 処方 11月19日

レルベア100エリプタ
              14吸入用
レルベア200エリプタ
              14吸入用

14吸入 1ｷｯﾄ

14吸入 1ｷｯﾄ

2,816.80

3,143.90

2290803G1028

2290803G2024

ﾋﾞﾗﾝﾃﾛｰﾙ
ﾄﾘﾌｪﾆﾙ酢酸塩

･ﾌﾙﾁｶｿﾞﾝ
ﾌﾗﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸ｴｽﾃﾙ

ｸﾞﾗｸｿ･
ｽﾐｽｸﾗｲﾝ

気管支喘息(吸入ｽﾃﾛｲﾄﾞ剤及び長時
間作動型吸入β2刺激剤の併用が必

要な場合)

成人にはﾚﾙﾍﾞｱ100ｴﾘﾌﾟﾀ1吸入(ﾋﾞﾗﾝﾃﾛｰ
ﾙとして25μg及びﾌﾙﾁｶｿﾞﾝﾌﾗﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸ｴ
ｽﾃﾙとして100μg)を1日1回吸入投与す
る｡
なお､症状に応じてﾚﾙﾍﾞｱ200ｴﾘﾌﾟﾀ1吸
入(ﾋﾞﾗﾝﾃﾛｰﾙとして25μg及びﾌﾙﾁｶｿﾞﾝﾌ
ﾗﾝｶﾙﾎﾞﾝ酸ｴｽﾃﾙとして200μg)を1日1回
吸入投与する｡

229 処方 12月9日

＊1 会社名中、2社以上の表記については､前社が製造販売承認取得会社､後社は販売会社であることを示します。
＊2 一部省略してありますので詳細は添付文書等をご確認下さい。


